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Bioworks 株式会社 

 

植物由来の次世代合成繊維「PlaX」、タイでの量産実証事業が、 

経済産業省「グローバルサウス未来志向型共創等事業」に採択 

 

Bioworks 株式会社（本社：京都府相楽郡、代表取締役社長 CEO：坂本孝治、以下「Bioworks」）

が開発する植物由来の次世代合成繊維「PlaX（プラックス）」の、タイにおける量産化・加

工技術の確立およびグローバルサプライチェーン構築を目的とした実証事業が、経済産業

省が AMEICC に拠出して行われる「グローバルサウス未来志向型共創等事業」に採択され

ました。 

 

本事業は、グローバルサウス未来志向型共創等事業の支援を受けて実施されるものであり、

日本発のバイオマス繊維技術の海外展開と、アパレル産業の脱炭素化（GX）の加速を目的

としています。 

 

本事業概要の背景と目的 

石油由来の合成繊維は、繊維市場の約6割を占め、過去40年間にわたり増加を続けていま

す。一方で、原料となる石油は有限資源であり、製造時には多量のCO2を排出することか

ら、環境問題を背景にサステナブル素材への転換はアパレル産業における喫緊の課題とな

っています。 

 

Bioworksは、サトウキビなどを原料とするポリ乳酸を用いた次世代合成繊維「PlaX」を、

石油由来の合成繊維と代替することで、繊維産業の脱炭素化を推進しています。 

一方で、グローバル市場での事業化に向けて、「量産スケールにおける品質安定性」と

「コスト競争力」の確保が最大の課題となっています。 

 

本事業では、グローバルサウス未来志向型共創等事業の支援のもと、商用化・量産化に特

化した技術課題の解決に向けて、PlaXの主原料であるサトウキビ由来のポリ乳酸生産拠点

であり、さらにポリ乳酸の生産拡大が期待されるタイにおいて、原料調達からPlaX繊維生

産までを現地で完結させる一貫体制の確立を目指します。 

 



今回の実証における最大の挑戦は、タイ現地において世界最大級のポリエステル紡糸メー

カーとの協業を進め、原料から最終製品に近い繊維生産までを垂直統合したサプライチェ

ーンを構築することにあります。刻々と変化するグローバルなPlaX繊維の需要に即応した

品質向上、価格低減、リードタイムの短縮を実現し、PlaXの既存の合成繊維に対する競争

力を確保します。 

過去に台湾において、太さと構成本数の種類を絞った限定的な仕様での試験生産を実施し

た実績はありますが、今回はタイ特有の高温多湿環境下における品質管理といった環境的

差異に加え、グローバルアパレルの求める多種・多様な仕様の実現とともにスケールアッ

プに伴う製造効率の向上を目指すという技術的差異を伴う新しいフェーズの実証となりま

す。 

この量産実証事業によって、これまでの量産試作段階からスケールアップしたパートナー

企業の既存量産設備を活用した場合においても、グローバル市場の基準に見合う品質と、

生産効率の両立によるコスト競争力の確保を目指します。 

 

■事業概要 

・プロジェクト名：タイ王国／次世代バイオ素材「PlaX」の量産化・加工技術確立および

グローバルサプライチェーン構築実証事業 

・採択日：2026年3月23日 

・事業期間：～2029年3月末（予定） 

・事業規模：約8.3億円（補助対象経費：約7.9億円） 

・補助金額：約5.3億円（予定） 

 

海外展開を支える支援の重要性 

次世代のバイオマス繊維技術をグローバル市場で展開するには、開発スピードの加速と量

産体制の確立が不可欠です。しかし、大規模な設備投資や量産実証は、スタートアップ単

独では資金面・経営面で大きなハードルとなります。 

 

こういった課題に対して、グローバルサウス未来志向型共創等事業の支援により、タイに

約9,000万円規模の自社パイロットプラント（紡糸設備）を設置し、合計250トン規模の大

規模サンプリングを実施します。これにより、量産を前提とした品質安定性と供給信頼性

を実証し、グローバル市場で求められる供給水準への対応を進めます。 

 

また、自社プラントの導入により、PDCAサイクルが早まることで高速な紡糸条件の最適

化が可能となり、開発スピードを大幅に向上させます。量産適用を前提とした最適な製造

条件を確立し、これらの製造ノウハウを現地パートナーへ展開することで、生産効率の向

上と製造コストの低減を実現し、既存素材に対する価格競争力の確立を目指します。 



 

さらに、本支援により設備投資に伴う資金負担が軽減されることで、自己資金をグローバ

ルマーケティングおよび基礎研究開発へ重点的に投下することが可能となります。加え

て、政府による実証事業への採択は弊社への信用力を高め、今後の成長に向けた資金調達

力の強化にも寄与します。 

 

本事業の推進により、2030年度にはPlaX繊維の販売量1万トン、国内売上高200億円規模

での黒字化を見込んでいます。さらに、年間8,000トン規模の生産体制の確立とともに、日

本国内の染色・加工・縫製パートナー企業に対して累計約50億円規模の経済波及効果を創

出し、次世代素材の研究開発およびグローバルサプライチェーンを担う約100名規模の雇

用創出にもつながる見込みです。 

 

本補助事業は単なる資金支援にとどまらず、日本発のサステナブル素材が世界標準の量産

品質を獲得し、競争力を決定づける基盤となるものです。 

 

Bioworksは本事業を通じて、世界の脱炭素化を牽引するとともに、日本の技術力を活かし

た高付加価値型のサプライチェーンを構築し、日本とASEANの経済共創に貢献してまいり

ます。 

 

PlaX とは 

「PlaX」は、サトウキビなどの植物を原料とするバイオマス素材「ポリ乳酸（PLA）」に、

当社独自の植物由来の添加剤を組み合わせ、分子構造をミクロスケールで設計・制御するこ

とで、品質と機能を高めた新素材です。 

環境負荷低減に貢献する素材として、石油由来のポリエステルなどの代替にとどまらず、汎

用性の高い素材として世界的に注目を集めています。 

 

《PlaX 繊維の特徴》 

・ポリエステルと比較して、長繊維製造の CO2 排出量を 70%削減、短繊維（原綿）では 50%

削減。 

・綿と比較して、原料から糸製造時までの水使用量を 92%削減。 

・工業用コンポスト環境下で、微生物によって水や CO2 に分解される「生分解性」を保有。 

・廃棄物から同等の素材を再生産する「ケミカルリサイクル」と親和性が高く資源循環（ク

ローズドループ）の実現に向けた研究開発が進む。 

・焼却廃棄時の CO2 排出量を抑制し、ダイオキシンなどの有害物質を発生しない。 

・乳酸由来の抗菌効果により、繊維上のモラクセラ菌や、黄色ブドウ球菌の繁殖を抑制し、

防臭効果を発揮。 



 

Bioworks 株式会社 会社概要 

Bioworks は、「つくる喜びと、着る豊かさが続く、新たな生態系(エコシステム）」をビジョ

ンに、ポリ乳酸を原料とする植物由来の次世代合成繊維「PlaX」の製造・販売を行うマテリ

アルクリエイションカンパニーです。 

 

2015 年の創業以来、ポリ乳酸の研究開発で蓄積された知見をもとに、2021 年より繊維事業

へと展開。ファッション業界における石油由来原料からの脱却の一翼を担う素材として、国

内外の繊維企業やブランドから注目を集め、採用が始まっています。 

 

■ Bioworks 株式会社 

代表者：代表取締役社長 CEO 坂本孝治 

本社：京都府相楽郡精華町光台 1-7 けいはんなプラザラボ棟 7F 

設立：2015 年 

事業内容：改質ポリ乳酸コンパウンド（PlaX）及び製品の製造、販売、資源循環を促進する

事業等 

 

■ Bioworks WEB： https://www.bioworks.co.jp/ 

■ bio 公式 OnlineStore： https://bio-plax.com/ 

 

リリースに関するお問い合わせ 

 

Bioworks 株式会社 

東京都千代田区有楽町 1-2-2 東宝日比谷ビル 7F（東京オフィス） 

担当：山家（やまか） 

TEL：070-1583-3581 

MAIL :  press@bioworks.co.jp 

 

https://www.bioworks.co.jp/
https://bio-plax.com/

